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ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
米
国
の
力
が
不
在
と
な
っ
た
今
、
中
国
の
重

要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
お
り
、
中
国
の
対
ア
フ
ガ
ン
外
交
の
方

向
性
を
理
解
す
る
こ
と
は
今
後
の
ア
フ
ガ
ン
情
勢
を
考
え
る
上
で
不

可
欠
で
あ
る
。
中
国
の
対
ア
フ
ガ
ン
外
交
を
考
え
る
際
は
、
三
つ
の

視
点
か
ら
総
合
的
に
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。中
国
の
外
交
姿
勢
、

中
国
対
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
（
＝
タ
リ
バ
ン
）
の
二
国
間
関
係
、
さ

ら
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
め
ぐ
る
多
国
間
枠
組
み
の
三
点
で
あ
る
。

中
国
の
外
交
姿
勢
は
、
世
界
の
複
数
の
紛
争
地
域
に
お
い
て
、
不

干
渉
原
則
を
柔
軟
に
解
釈
し
た
積
極
的
な
も
の
に
転
換
し
て
お
り
、

二
〇
一
四
年
以
降
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
「
建
設
的
介
入
」

も
そ
の
文
脈
の
一
つ
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
介
入
」

を
行
う
上
で
、
中
国
の
対
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
外
交
は
、
基
本
的
に
は

二
国
間
関
係
を
中
心
と
す
る
が
、
中
国
・
ロ
シ
ア
・
パ
キ
ス
タ
ン
を

中
心
と
し
た
多
国
間
枠
組
み
も
、そ
の
重
要
性
を
増
し
て
き
て
い
る
。

　

中
国
の
対
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
外
交
は
、
何
を
目
指
し
、
ど
の
よ
う

に
進
展
し
て
い
る
の
か
。
上
海
協
力
機
構
（
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
な
ど
の
多
国

間
枠
組
み
は
、
実
際
に
地
域
秩
序
を
担
う
よ
う
な
実
態
を
持
っ
て
い

る
の
か
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
上
述
の
三
つ
の
視
点
か
ら
、
中
国
の

対
ア
フ
ガ
ン
外
交
を
概
説
し
、
中
国
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
め
ぐ
る

二
国
間
・
多
国
間
関
係
の
実
情
を
明
ら
か
に
す
る
。

中
国
の
対
応
の
変
容—

—

不
干
渉
原
則
の
柔
軟
な
解
釈

　

中
国
が
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
だ
け
に
焦
点
を
当
て
、
不
干
渉
原
則
の

も
と
現
地
の
政
治
に
関
与
し
な
か
っ
た
二
〇
〇
〇
年
代
と
異
な
り
、

立
命
館
大
学
准
教
授

廣
野
美
和

中
国
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
対
す
る
「
建
設
的
介
入
」
は
、

反
テ
ロ
や
一
帯
一
路
構
想
の
一
環
で
あ
り
、

タ
リ
バ
ン
に
と
っ
て
も
生
命
線
の
一
部
を
な
す
。

し
か
し
中
国
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
テ
ロ
も
散
発
。

今
後
の
対
ア
フ
ガ
ン
外
交
へ
の
影
響
は
ど
う
な
る
。

ひ
ろ
の　

み
わ　

二
〇
〇
七
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

国
立
大
学
大
学
院
卒
業
（
国
際
関
係
学Ph.D

）。

英
国
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
大
学
英
国
研
究
理
事
会
研

究
員
、
同
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
所
副
所
長
を
経
て
、

一五
年
よ
り
現
職
。
著
書
にC

ivilizing M
issions: 

International Religious Agencies in C
hina

『
一
帯
一
路
は
何
を
も
た
ら
し
た
の
か 

中
国
問
題
と

投
資
の
ジ
レ
ン
マ
』（
編
著
）
な
ど
。

中
国
の
対
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
連
携
と
そ
の
実
像
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二
〇
一
〇
年
代
は
中
国
の
紛
争
地
域
へ
の
対
応
が
政
治
面
・
経
済
面

で
よ
り
活
発
に
な
っ
て
い
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
中
国
の
ア
フ
ガ
ン

外
交
は
、
こ
の
文
脈
の
中
で
捉
え
ら
れ
る
。

　

国
内
紛
争
が
頻
発
す
る
昨
今
、
不
干
渉
原
則
の
も
と
関
係
を
維
持

し
て
き
た
「
政
府
」
が
崩
壊
し
、
反
政
府
勢
力
が
「
政
府
」
に
な
る

事
態
が
起
こ
っ
て
い
る
。
八
月
の
タ
リ
バ
ン
に
よ
る
カ
ブ
ー
ル
制
圧

は
ま
さ
に
こ
の
図
式
だ
っ
た
。
ま
た
、
中
国
国
有
企
業
に
よ
る
海
外

投
資
活
動
が
活
発
に
な
る
に
つ
れ
て
、
海
外
で
働
く
中
国
人
の
命
と

財
産
、
国
有
財
産
を
守
る
必
要
性
も
高
ま
っ
て
い
る
。
実
際
に
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
や
隣
国
の
パ
キ
ス
タ
ン
で
も
多
く
の
中
国
人
労
働
者
が

テ
ロ
組
織
に
攻
撃
を
受
け
て
い
る
。
中
国
政
府
と
し
て
も
邦
人
保
護

の
た
め
に
反
政
府
勢
力
と
何
ら
か
の
パ
イ
プ
を
保
持
し
て
お
く
こ
と

も
必
須
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
的
背
景
を
も
と
に
中
国
で
出
版
さ
れ
た
の
が
、

北
京
大
学
の
王
逸
舟
教
授
に
よ
る
『
創
造
的
介
入
』
で
あ
る
。
こ
の

中
で
彼
は
、中
国
が
国
連
平
和
維
持
活
動
や
紛
争
仲
介
等
を
通
し
て
、

積
極
的
に
紛
争
解
決
に
貢
献
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
中
国

が
一
九
五
〇
年
代
以
来
一
貫
し
て
主
張
し
て
き
た
不
干
渉
原
則
は
遵

守
す
る
一
方
で
、
こ
の
原
則
を
よ
り
柔
軟
に
解
釈
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
し
て
い
る
。
主
権
を
尊
重
し
、
人
道
支
援
や
対
外
援
助
は
主
権

を
握
る
政
府
を
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
し
て
行
う
が
、
二
〇
〇
〇
年

代
と
違
っ
て
、
反
政
府
勢
力
と
の
関
係
も
適
度
に
保
持
し
、
必
要

に
応
じ
て
紛
争
仲
介
も
行
う
。
こ
の
よ
う
な
理
解
の
も
と
、
特
に

二
〇
一
四
年
以
降
の
中
国
は
、
タ
リ
バ
ン
が
反
政
府
勢
力
で
あ
っ
て

も
接
触
を
続
け
、
紛
争
仲
介
の
労
を
と
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

中
国
と
タ
リ
バ
ン——

消
極
的
関
与
か
ら「
建
設
的
介
入
」へ

　

二
〇
一
四
年
以
降
の
、
中
国
の
対
ア
フ
ガ
ン
外
交
を
理
解
す
る
た

め
に
は
、
ま
ず
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
の
動
き
か
ら
概
観
す
る
こ
と

が
重
要
だ
。
一
九
九
六
年
に
タ
リ
バ
ン
が
首
都
カ
ブ
ー
ル
を
制
圧

し
、「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
首
長
国
」
の
樹
立
を
宣
言
し

て
以
降
、
中
国
は
タ
リ
バ
ン
に
対
し
、
ウ
イ
グ
ル
過
激
派
が
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
領
内
か
ら
中
国
を
攻
撃
し
な
い
よ
う
保
証
す
る
よ
う
に
求

め
た
。
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
に
は
在
パ
キ
ス
タ
ン
中
国
大
使
の
陸
樹

林
が
、
当
時
の
タ
リ
バ
ン
の
ト
ッ
プ
、
オ
マ
ル
師
と
会
談
し
た
。
タ

リ
バ
ン
は
中
国
の
要
求
を
受
け
入
れ
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
軍
事
活
動
を

支
援
し
な
い
こ
と
を
約
束
。
同
時
に
代
償
と
し
て
、
オ
マ
ル
氏
は
中

国
に
、
タ
リ
バ
ン
の
主
権
承
認
と
国
連
に
お
け
る
対
タ
リ
バ
ン
制
裁

の
阻
止
を
要
求
し
た
。
中
国
が
タ
リ
バ
ン
の
主
権
を
承
認
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
が
、
制
裁
に
つ
い
て
は
ど
っ
ち
つ
か
ず
の
対
応
を
行
っ

た
。
国
連
安
保
理
決
議
案
一
三
三
三
号
に
中
国
は
白
票
を
投
じ
る
こ

と
で
、
国
際
社
会
か
ら
孤
立
す
る
こ
と
な
く
、
な
お
か
つ
タ
リ
バ
ン
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に
対
し
て
面
子
を
保
っ
た
形
を
と
っ
た
。
白
票
は
拒
否
権
と
異
な

り
、
実
質
的
に
は
賛
成
の
意
向
を
表
明
し
た
こ
と
に
な
る
。
が
、
同

時
に
、
中
国
は
国
連
制
裁
の
影
響
緩
和
の
た
め
タ
リ
バ
ン
と
貿
易
を

行
い
、
ま
さ
に
玉
虫
色
の
外
交
を
展
開
し
て
い
た
。
全
般
的
に
こ
の

時
期
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
い
て
中
国
は
目
立
た
な
い
存
在
で

あ
っ
た
し
、
中
国
自
身
が
「
韜と

う
こ
う
よ
う
か
い

光
養
晦
」
の
外
交
方
針
の
も
と
、
そ

の
よ
う
な
存
在
で
い
る
こ
と
を
目
指
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
タ
リ
バ

ン
と
の
関
係
は
、必
要
部
分
に
お
い
て
の
み
交
渉
を
行
う
と
い
っ
た
、

互
い
の
利
益
を
見
据
え
て
「
実
」
を
取
る
関
係
性
を
保
持
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
一
四
年
の
国
際
治
安
支
援
部
隊
（
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
）
撤
退
と

時
を
前
後
し
て
、
中
国
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
関
与
は
、
よ
り
積

極
的
な
姿
勢
に
転
換
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
同
年

一
〇
〜
一
一
月
に
北
京
で
開
催
さ
れ
た
「
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
・
プ
ロ

セ
ス
」
だ
っ
た
。
中
国
が
、
ア
フ
ガ
ン
和
平
を
目
指
し
、
ア
フ
ガ
ン

政
府
と
タ
リ
バ
ン
の
双
方
を
北
京
に
招
待
し
、
紛
争
仲
介
を
目
指
し

た
の
で
あ
る
。
中
国
国
内
で
は
、
こ
の
時
期
か
ら
現
在
に
至
る
中
国

の
積
極
的
姿
勢
を
「
建
設
的
介
入
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

中
国
が
「
建
設
的
介
入
」
に
踏
み
切
っ
た
の
は
、
必
ず
し
も
米
国

の
撤
退
に
よ
り
生
じ
た
力
の
空
白
を
中
国
の
影
響
力
で
埋
め
よ
う
と

し
た
か
ら
と
は
限
ら
な
い
。
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ス
モ
ー
ル
の
研
究
に

よ
れ
ば
、
中
国
の
政
策
決
定
者
が
「
和
解
こ
そ
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

を
ウ
イ
グ
ル
過
激
派
の
安
全
地
帯
と
な
る
こ
と
を
防
ぎ
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
を
含
む
地
域
の
不
安
定
化
を
予
防
す
る
唯
一
の
方
法
で
あ
る

と
認
識
し
た
か
ら
だ
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

タ
リ
バ
ン
に
と
っ
て
も
、
中
国
の
建
設
的
介
入
は
生
命
線
と
も
言

え
る
。
タ
リ
バ
ン
政
権
の
国
際
社
会
に
お
け
る
主
権
承
認
、経
済
的
・

軍
事
的
支
援
、
国
境
警
備
（
特
に
ワ
ハ
ン
回
廊
の
監
視
）、
イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ス
や
通
信
な
ど
の
情
報
面
で
の
発
展
に
あ
た
り
、
中
国
は

必
要
不
可
欠
な
協
力
相
手
で
あ
る
。
ま
た
、
中
国
＝
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
二
国
間
関
係
に
お
い
て
、
反
テ
ロ
リ
ズ
ム
、
一
帯
一
路
、
中
国

人
の
安
全
確
保
は
、
両
国
に
と
っ
て
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
そ
の
こ

と
は
タ
リ
バ
ン
の
政
権
掌
握
以
前
と
以
後
で
は
、
さ
ほ
ど
変
わ
っ
て

い
な
い
。

一
帯
一
路
の
進
展
で
テ
ロ
の
標
的
に
も

　

し
か
し
そ
の
内
容
は
、
タ
リ
バ
ン
が
政
権
を
掌
握
し
た
こ
と
や
一

帯
一
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
展
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
変
化
を
見

せ
て
い
る
。
中
国
に
と
っ
て
の
「
反
テ
ロ
」
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

領
内
を
ウ
イ
グ
ル
過
激
派
の
活
動
拠
点
と
さ
せ
な
い
こ
と
が
一
貫
し

た
基
本
方
針
だ
。
タ
リ
バ
ン
は
政
権
掌
握
後
ま
も
な
い
今
年
一
〇
月

に
は
中
国
と
の
国
境
付
近
で
ウ
イ
グ
ル
過
激
派
を
一
掃
な
い
し
国
外

退
去
さ
せ
た
と
の
報
道
が
あ
る
。
し
か
し
、
今
後
タ
リ
バ
ン
が
、
末
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端
組
織
を
統
制
し
、
こ
の
方
針
を
堅
持
し
て
い
け
る
か
ど
う
か
は
未

知
数
で
あ
る
。
実
際
、
新
た
な
テ
ロ
組
織
も
活
発
化
し
て
い
る
。
過

激
派
組
織
「
イ
ス
ラ
ム
国
」
傘
下
の
ホ
ラ
サ
ン
州
（
Ｉ
Ｓ
‐
Ｋ
）
は
、

一
〇
月
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
北
部
に
あ
る
シ
ー
ア
派
モ
ス
ク
で
自
爆

テ
ロ
を
起
こ
し
、
七
〇
人
以
上
が
死
亡
し
た
。
そ
の
際
、
Ｉ
Ｓ
‐
Ｋ

は
「
中
国
の
要
請
に
応
じ
て
ウ
イ
グ
ル
人
を
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら

追
放
す
る
シ
ー
ア
派
と
タ
リ
バ
ン
政
権
を
標
的
に
し
た
」
と
の
声
明

を
発
表
し
、
実
行
犯
は
ウ
イ
グ
ル
人
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

　

一
帯
一
路
構
想
の
成
功
も
両
国
に
と
っ
て
の
大
き
な
課
題
だ
。
代

表
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
中
国
パ
キ
ス
タ
ン
経
済
回
廊
（
Ｃ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
）
は
、
六
二
〇
億
米
ド
ル
の
投
資
を
見
込
む
大
事
業
だ
が
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
経
由
の
回
廊
を
も
建
設
し
て
、
Ｃ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
を
拡
大
さ
せ

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

中
国
側
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
一
帯
一
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
の
意
欲
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
関
連
の

国
連
安
保
理
決
議
案
に
も
一
六
〜
一
八
年
ま
で
の
三
回
、
一
帯
一
路

を
通
し
た
経
済
協
力
強
化
の
条
項
を
入
れ
る
ほ
ど
の
熱
心
ぶ
り
で
あ

る
（
一
帯
一
路
を
国
連
安
保
理
決
議
で
言
及
し
た
の
は
、
管
見
の
限

り
こ
の
三
回
の
み
で
あ
る
。
一
九
年
に
こ
の
こ
と
自
体
が
米
国
に

よ
っ
て
問
題
視
さ
れ
、
交
渉
の
末
、
こ
の
文
言
は
決
議
案
か
ら
削
除

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
）。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
と
っ
て
も
一
帯
一
路
へ
の
投
資
は
、
混
迷
を

極
め
て
い
る
経
済
を
回
復
す
る
た
め
の
大
き
な
転
換
点
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
。
タ
リ
バ
ン
の
政
権
掌
握
直
後
の
九
月
、
ザ
ビ
フ
ラ
・
ム

ジ
ャ
ヒ
ド
報
道
官
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
へ
の
参
入
へ
の
意
欲
を
早
速
表
明

し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
Ｃ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
事
業
そ
の
も
の
が
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
標
的
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
中
国
、
タ
リ
バ
ン
両
者
に
と
っ
て
喫
緊
の
懸

案
事
項
で
あ
り
、
Ｃ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
延
長
さ
れ
た
場

合
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
の
テ
ロ
活
動
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
広
が
る
恐

れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
四
人
が
死
亡
し
た
一
八
年
の
カ
ラ
チ
中
国

総
領
事
館
襲
撃
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
南
西
部
の
バ
ル
チ
ス
タ
ン
地
方
の

分
離
独
立
を
求
め
る
バ
ル
チ
ス
タ
ン
解
放
軍
（
Ｂ
Ｌ
Ａ
）
の
犯
行
で

あ
っ
た
。
Ｂ
Ｌ
Ａ
は
、
中
国
を
「
植
民
地
主
義
」
と
非
難
し
て
、
Ｃ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
最
終
地
点
に
あ
る
グ
ワ
ダ
ル
港
の
建
設
に
反
対
し
て
い
る
。

一
九
年
に
は
中
国
人
宿
泊
客
が
多
い
グ
ワ
ダ
ル
の
高
級
ホ
テ
ル
を
襲

撃
し
、
五
人
を
死
亡
さ
せ
た
。
今
年
四
月
に
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
・
タ

リ
バ
ン
運
動
（
Ｔ
Ｔ
Ｐ
）
が
、
駐
パ
キ
ス
タ
ン
中
国
大
使
の
農
融
の

宿
泊
先
で
あ
る
南
西
部
ク
エ
ッ
タ
の
ホ
テ
ル
の
駐
車
場
で
爆
破
事
件

を
起
こ
し
、
五
人
が
死
亡
し
た
。
七
月
に
は
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
の
コ

ヒ
ス
タ
ン
で
バ
ス
が
爆
発
し
、
水
力
発
電
所
で
働
く
中
国
人
技
術
者

九
名
を
含
む
一
三
名
が
死
亡
し
た
。
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中
国
を
め
ぐ
る
多
国
間
の
枠
組
み
と
ア
フ
ガ
ン
の
関
係

　

以
上
の
よ
う
に
、
中
国
、
タ
リ
バ
ン
双
方
の
利
益
に
と
っ
て
重
要

な
二
国
間
関
係
で
は
あ
る
が
、ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
「
帝
国
の
墓
場
」

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
介
入
し
た
大
国
は
必
ず
痛
手
を
受
け
て
き
た
。

中
国
が
単
独
で
こ
の
地
域
の
安
定
化
を
図
る
つ
も
り
は
毛
頭
な
く
、

二
〇
一
四
年
以
降
も
、
上
述
の
二
国
間
関
係
の
適
度
な
保
持
と
同
時

に
、
多
国
間
枠
組
み
を
適
宜
利
用
し
て
き
た
。

　

上
述
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
・
プ
ロ
セ
ス
も
、
実
は
多
国
間
枠
組
み

で
行
わ
れ
て
い
る
紛
争
解
決
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
一
四
年
は
中
国

が
開
催
国
と
な
り
、
そ
の
後
の
中
国
＝
ア
フ
ガ
ン
政
府
、
中
国
＝
タ

リ
バ
ン
の
バ
イ
ラ
テ
ラ
ル
な
関
係
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
プ

ロ
セ
ス
自
体
は
、
毎
年
、
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
・
中
国
・
ロ
シ
ア
・
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
・
イ
ラ
ン
な
ど
を
含
む
一
五
ヵ
国
と
そ
の
他
の
支
援

国
を
招
待
し
て
開
催
さ
れ
る
多
国
間
枠
組
み
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の

ほ
か
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
米
国
・
パ
キ
ス
タ
ン
・
中
国
間
の
四
者

連
携
グ
ル
ー
プ
（Q
uadrilateral Coordination Group 

：
Ｑ
Ｃ

Ｇ
）、
上
海
協
力
機
構
（
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）、
中
国
・
ロ
シ
ア
・
パ
キ
ス
タ
ン

三
ヵ
国
対
話
な
ど
の
枠
組
み
が
あ
る
。

　

一
六
年
一
月
に
、
中
国
は
米
国
を
含
む
Ｑ
Ｃ
Ｇ
の
メ
ン
バ
ー
と
な

り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
和
平
プ
ロ
セ
ス
は
「
ア
フ
ガ
ン
人
主
導
の

ア
フ
ガ
ン
人
の
も
の
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を

メ
ン
バ
ー
国
と
共
有
し
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
紛
争
仲
介
に
も
一
定
の

努
力
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
Ｑ
Ｃ
Ｇ
は
一
六
年
以
降
開
催
さ
れ

て
お
ら
ず
、
米
国
が
撤
退
し
た
今
、
多
国
間
協
議
の
重
心
は
、
中
国
・

ロ
シ
ア
・
パ
キ
ス
タ
ン
中
心
の
枠
組
み
に
移
っ
て
い
る
。

　

で
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｏ
は
ア
フ
ガ
ン
和
平
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
Ｓ
Ｃ
Ｏ
で
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
自
身
が
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
国
で
あ
る
と
同
時
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
隣
接
す
る

中
国
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
が
加
盟

国
で
、
イ
ラ
ン
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
〇
五
年
に
Ｓ
Ｃ

Ｏ
＝
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
コ
ン
タ
ク
ト
・
グ
ル
ー
プ
が
設
立
さ
れ
、

反
テ
ロ
、
麻
薬
・
組
織
犯
罪
な
ど
に
関
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が

〇
九
年
に
締
結
さ
れ
た
が
、
計
画
の
進
展
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
実

情
だ
。
今
年
八
月
、
タ
リ
バ
ン
が
カ
ブ
ー
ル
を
制
圧
し
た
直
後
に
開

か
れ
た
Ｓ
Ｃ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
で
も
、
ア
フ
ガ
ン
和
平
の
具
体
的
施
策
は

何
も
打
ち
出
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
構
成
メ
ン
バ
ー

は
軍
事
的
な
介
入
に
消
極
的
な
国
ば
か
り
で
あ
る
上
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
へ
の
経
済
支
援
や
軍
事
支
援
等
は
Ｓ
Ｃ
Ｏ
を
通
さ
ず
、
一
帯
一

路
の
例
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
二
国
間
枠
組
み
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
Ｓ
Ｃ
Ｏ
は
地
域
秩
序
を
担
う
よ
う
な
実

質
的
な
も
の
か
ら
は
、
ほ
ど
遠
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
Ｓ
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Ｃ
Ｏ
が
、
和
平
へ
の
対
話
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
っ
た
こ
と
は

あ
る
が
、
ア
フ
ガ
ン
和
平
や
地
域
秩
序
の
中
心
的
存
在
に
な
り
う
る

と
考
え
る
証
左
は
な
い
。

　

多
国
間
枠
組
み
の
中
で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
も
国
際
政
治
に
も

最
も
影
響
力
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
中
国
・
ロ
シ
ア
・
パ
キ

ス
タ
ン
三
ヵ
国
対
話
で
あ
る
。
こ
の
三
ヵ
国
は
、
二
〇
一
三
年
か
ら

ア
フ
ガ
ン
問
題
に
つ
い
て
連
携
を
深
め
て
き
て
お
り
、
例
え
ば
一
六

年
一
二
月
に
は
、
三
者
が
ア
フ
ガ
ン
政
府
と
タ
リ
バ
ン
の
平
和
的
対

話
を
促
進
す
る
た
め
の
努
力
の
一
環
と
し
て
、
国
連
に
お
け
る
タ
リ

バ
ン
指
導
者
へ
の
制
裁
を
解
除
す
る
た
め
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
に

つ
い
て
合
意
し
て
い
る
。
国
連
に
お
け
る
中
ロ
の
連
携
強
化
を
考
え

て
も
、
こ
の
枠
組
み
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
国
際
的
地
位
に
大
き
な

影
響
力
を
持
つ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

こ
の
三
ヵ
国
は
タ
リ
バ
ン
政
権
掌
握
以
降
も
共
同
歩
調
を
と
っ
て

い
る
。
今
年
一
〇
月
に
は
、三
ヵ
国
の
会
合
が
モ
ス
ク
ワ
で
開
か
れ
、

三
ヵ
国
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
人
道
・
経
済
支
援
を
行
う
こ
と
を
確

約
し
た
。
今
年
八
月
以
降
、
西
側
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
支
援

が
途
絶
え
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
よ
う
な
確
約
は
、
今
後

の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
三
ヵ
国
の
連
携
の
重
要
性
と
影
響
力

の
拡
大
を
示
唆
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
な
お
現
在
、
三
ヵ
国
は
、

タ
リ
バ
ン
の
政
府
承
認
は
行
っ
て
い
な
い
。
タ
リ
バ
ン
の
カ
ブ
ー
ル

制
圧
の
際
に
公
約
し
た
新
政
府
に
お
け
る
包
括
的
和
平
を
含
む
約
束

が
果
た
さ
れ
る
ま
で
は
政
府
承
認
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
お
り
、

こ
れ
に
関
し
て
も
共
同
歩
調
を
と
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
各
国
が
地
域
秩
序
を
担
う
ほ
ど
の
協
力
関
係
を

推
進
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
こ
の
三
ヵ
国
が
ど
れ
だ
け
共
通
利
益
を

押
し
出
し
て
い
け
る
か
ど
う
か
に
も
か
か
っ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な

テ
ロ
集
団
と
の
関
係
性
な
ど
、
利
益
が
複
雑
に
相
反
す
る
部
分
も
あ

り
、
地
域
秩
序
を
共
同
で
担
う
ほ
ど
実
質
的
な
協
力
関
係
に
発
展
す

る
か
ど
う
か
は
今
後
の
注
目
点
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

三
つ
の
視
点
を
総
合
し
て
考
え
る
と
、
中
国
の
対
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
外
交
は
、
第
一
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
が
ウ
イ
グ
ル
過
激
派
の
温

床
に
な
ら
な
い
よ
う
に
安
定
化
さ
せ
る
こ
と
、中
国
人
の
安
全
確
保
、

一
帯
一
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
功
の
三
つ
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
タ
リ
バ
ン
政
権
が
不
安
定
で
派
閥
も
多
く
、
他
の
テ
ロ
組

織
に
よ
る
活
動
も
活
発
化
し
て
い
る
な
か
、
中
国
が
い
く
ら
二
国
間

外
交
に
お
い
て
タ
リ
バ
ン
政
権
を
支
持
し
よ
う
と
し
て
も
、
こ
れ
ら

の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
、
Ｓ
Ｃ
Ｏ
に
は
地
域

秩
序
を
担
う
よ
う
な
実
態
は
な
く
、あ
る
と
す
れ
ば
、中
国
・
ロ
シ
ア
・

パ
キ
ス
タ
ン
の
三
者
連
携
で
あ
る
。
今
後
、
こ
の
三
ヵ
国
が
、
国
連

等
の
枠
組
み
、
地
域
秩
序
、
ア
フ
ガ
ン
和
平
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
て
い
く
か
は
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
●




